
2011～2012年度 No.1

　第 　４　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

● 大石地区ガバナー ● 阿久津第１副地区ガバナー ● 鈴木第２副地区ガバナー

○  L三輪　　　　　委員長 ○  L加藤           副委員長 ○  L村山         副委員長

○  L宮澤         副委員長 ○  L佐々木        副委員長 ○  L冨田　           委員

●  L吉岡　           委員 ●  L森 　　           委員 ○  L吉田　           委員

○  L長屋　           委員 ○  L関本　           委員 ○  L斎藤　　　　 　　委員　

○  L吉野　　　　　　委員 ●  L藤田　　　　　　委員

● Ｌ茂木　　　　　　副幹事 ○ Ｌ瀬尾　　　　　　　ＧＬＴ
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作　成　者

　出席オブザーバー

指導力・若手育成

 L　三輪　正雄

出　席　者

委員長挨拶

連絡事項

議題

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ村山　副委員長

開会の挨拶

地区GLTｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ挨拶

　２０１１年　１２月　 ２日　　　金曜日　　　　　　　１３時３０分　～１５時００分

キャビネット事務局会議室

審議経過事項の概要

連絡事項

次回開催日時
　　　　　　場所 キャビネット事務局会議室

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ事務局より若手ﾌｫｰﾗﾑの開催日時を年次大会終了後への変更依頼有り。

若手ﾌｫｰﾗﾑｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの方法について

（1）若手ﾌｫｰﾗﾑ開催案（第2稿）の内容説明（加藤　副委員長）

　①開催目的と意義②構成及び日程③ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの方法④ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの役割と機能

（2）若手ﾌｫｰﾗﾑの進め方、テーマ等についての意見（各委員より）

・LC入会1～5年目のﾒﾝﾊﾞｰが同一のｸﾞﾙｰﾌﾟ内でのﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝで良いのか？

　（入会1年目と5年目のﾒﾝﾊﾞｰではLCに対する知識の差があるのでは？）

・ﾃｰﾏを固めてしまうより、いろいろな意見を聞くために、研修・ｾﾐﾅｰ方式ではどうか？

・LCの歴史や言葉の解説、組織の説明等も必要ではないか？

・今ﾌｫｰﾗﾑとは別に日常的な若手育成教育ｼｽﾃﾑが必要（ｿﾞｰﾝごと）

　２０１２年　　１月　２７日　　金曜日　　１５時　３０分　～　１７時　００分

　Ｌ　佐々木重行

次　　　第

議　　　題
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・ｾﾐﾅｰの時間は不要、1～5年目をわけず各年代から様々な意見を聞く。また、年代別

No.2

　ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの役割が重要。

・若手ﾌｫｰﾗﾑ実施迄に模擬訓練（ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ）の実施が大切。（各委員にﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの

　役割、進行の方法等を熟知してもらう必要性有り）

若手育成フォーラム用ビデオ作成について

・ｾﾐﾅｰの時間とﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの時間の2部構成では？

　とする。

　の意見のｷﾞｬｯﾌﾟがあっても良い。そのような意見を引出すためにも、ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ及び

議　　　題

※ﾃｰﾏ・構成等･詳細については再度、次回委員会にて検討する

※次回委員会終了後、新年会を開催する。

審議経過事項の概要

　作成費用の見積金額が製作会社より提出されたが、予算を超過しているため、保留


